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保護者・地域の皆様 

 

 

 

 

 

 

 

１２日の運動会では、子供たちが元気いっぱいの姿を見せてくれました。第六中学校の広いアリ

ーナを思い切り走る子供たちの姿は、たくましく、大きな成長を感じました。保護者の皆様には、た

くさんの応援や拍手をありがとうございました。全学年の子供たちを皆で応援してくださる姿が温

かく、子供たちの力になったと思います。ご来賓の皆様にも、温かく見守っていただき、ありがとう

ございました。第六中学校のボランティアの生徒さんたちもよく動いてくれて、助かりました。 

さて、３日ぶりに園に行くと、どこかからよい香りがします。「あれ？」と思って見上げると、金

木犀の花が咲いていました。園に２本の木があるのですが、両方とも咲いていて、近隣のお宅にも

咲いていました。気温の変化に反応して、同じ時期に一斉に花を咲かせるのでしょうか？オレンジ

色のかわいい花をそっと拾ってカップに入れる子もいます。運動会前後の姿をご紹介します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園長室だより NO.３ 
                                        文京区立第一幼稚園 

                           園長 田村 秀子  

                         ０３（３８１１）００７２ 

 

 

「年長さんの踊り、やりたいなあ」「教えてあげようか」 

１６日にはさっそく年中児が集まって、「年長さんの踊り、やりたいね」「踊りたいなあ」と

言っていました。そこへちょうど年長組が来て、「一緒に踊りませんか？」と誘ってくれまし

た。年中組も年長組も嬉しくて、大勢が遊戯室に集まり、年中児と年長児が向き合って、一緒

に踊ることになりました。年長児の世界のダンスは、踊りを考えたグループの子たちだけで

なく、いろいろなグループの子が出てきて一緒に踊り、見本を見せてあげていました。皆、友

達の踊りもよく見て覚えていたんだなと思いました。 

 アラビア、中国、ハワイ、日本と、それぞれのリズムに乗って元気に踊り、年中児と年長児

が一緒に楽しみました。いつの間にか、年少組の子供たちも遊戯室に来ていました。「すごい

人気だね」と言うと、年長児は「まあね」とちょっと誇らしげでした。 

 そして飛行機や波の表現を自分たちなりに楽しんだ後、パラバルーンの表現へ。年長さん

に教えてもらいながら、パラバルーンを持ち上げたり下ろしたり、片手で持って同じ方向に

歩いたりしていました。バルーンの中に入る時はおそるおそる先生と一緒に入り、「わー、テ

ントみたい！」と嬉しそうでした。年長児の教え方は「両手で持って、上に上げて、下に下げ

て乗りますよ～」と先生の口調にそっくりでした。これからも楽しい交流が続きそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金木製のいい香り 

      世界の旗を描いたよ 

世界の踊りを考え、様々な国の国旗にも興味をもった子供

たち。オリンピックやパラリンピックのイメージも影響して

いるようです。国旗の本を見ながらいろいろな国の旗を作

り、楽しんでいました。 



 「ドングリ、転がる迷路だよ」 

 年少赤組の保育室に行くと、一生懸命に紙の箱や筒形の芯をつなげて、テーブルで作った坂道にセロハ

ンテープで貼り付けていました。じっと見ていると「これはね、迷路なんだよ」「ドングリが転がる迷路

なの」と教えてくれました。見ると大きなツヤツヤのドングリがあります。「わー、大きなドングリだね」

というと「〇〇ちゃんが持ってきてくれたんだよ」と嬉しそうでした。「おうちにあったの？」と聞くと、

「違うよ。お出かけしたところで拾ったの」とのこと。ドングリを次々とコースの筒の中に入れて、コロ

コロと転がって出てくる様子を嬉しそうに眺めていました。この辺ではドングリを見かけますか？子供た

ちにとって魅力的なドングリ。もしどこかで見かけたら、幼稚園に持ってきていただけると子供たちが喜

びます。先生たちが拾いに行くかもしれません。ドングリ情報、お待ちしています！ 

 

ます。 

  

 

 

「コオーデイネーショントレーニング、面白い！」「ジャングル鬼ごっこ、しよう！」 

運動会で目的意識をもち、毎日真剣に取り組んで、正々堂々と頑張った子供たち。立派でした。 

くやしい思いをした子も、そこから次へのチャレンジが始まり、成長につながることでしょう。 

１７日、１８日には、JACOTの菅野 映先生をお招きして、コオーデイネーショントレーニング体験

を行いました。音に合わせて体をくの字のように動かしたり波のように動かしたりした後、手の平と

足だけを床につけ、おしりを上げてクモのように素早く動いたり、足とひじだけを使って前進したり

し、体全体を使って頑張っていました。ジャングル鬼ごっこでは、カラフルな障害物を左右に体を動か

して避けながら、鬼につかまらないように逃げたり、陣地に戻ったりします。こうした動きを普段から

経験していると、体がよく動くようになり、体幹もしっかりしていくそうです。さっそく園庭で自分た

ちで場を作り、ジャングル鬼ごっこをやってみようとする年中児の姿も見られました。 

それぞれの体験や遊びはつながっていて、運動会後も様々な遊び 

の中で、意欲的なチャレンジが続いていくと思います。どの子にも 

体を支える力や素早く動く力、危ない物を避ける力などを育てたい 

と思います。これからも、さらにパワーアップしていく子供たちを 

一緒に見守り応援していきましょう。次の保育参観やプレイデーで 

は、また子供たちの成長を見ていただけたらと思います。 

の成長の姿をまた保護者の方に見ていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

れているようで、嬉しく思っています。ウィルス感染予防を続けながら、子供たちの体験も豊か

にしていきたいと思っています。  

の過ごし方を伝えています。子供たちにとって、園や学級が「知らない子が大勢いる場所」から

「いろいろな子がいて、面白い場所」「やりたいことをして遊べるけれど、みんなと一緒にしない

といけない時もある場所」という意識に変わってきているのではないかと思います。いろいろな

先生や主事さんたちにも親しみをもってくれているようで、嬉しく思っています。ウィルス感染

予防を続けながら、子供たちの体験も豊かにしていきたいと思っています。  

 

保幼小中合同研修会を行いました 

１０月７日（水）午後に、この地域の保幼小中合同研修会を行

いました。向丘保育園、第一幼稚園、誠之小学校、第六中学校の

先生たちが合わせて６０名ほど誠之小学校に集まり、「保幼小中

それぞれのインクルーシブ教育」というタイトルで、臨床心理士

の先生のお話を聞きました。その後、１０グループに分かれて情

報交換をし、保幼小中それぞれの場での様子を話し合い、先生た

ちにとって貴重な学びの機会となったようです。お知らせコーナ

ーに貼ってある「遊びや生活の中での学びの姿」の写真も会場に

並べ、各校園の先生方に見ていただきました。 

 

 


